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〈
論
文
要
旨
V
　
長
い

歴
史
と

伝
統
を
も
つ

既

成
仏
教
に

つ

い

て

は
、

こ

れ

ま

で

教
義
に

関
す
る

研
究
は

あ
っ

て

も、

教

団
組
織
を
対
象
と
す

る

研
究
は

　
ほ

と
ん
ど

な
い

。

こ

の

論

文
は、

日

本
仏
教
を

代
表
す

る

真
宗
大
谷
派
と

い

う
既
成
教
団
を
具

体
的
な

対
象
と
し、

既

成
仏
教
教
団
の

組
織
と

活
動
を

　
構
造
的
に

理

解
す
る
こ

と
を

目
指
し
た

も

の

で

あ
る

。

既
成
仏
教
に

は

特
殊
性
と
一

般
性
の

二

面
が
組

織
に

内
在
し

て

い

る

と

い

わ

れ

て

い

る
。

江
戸

　
時

代
ま
で

に

既
成
仏
教
と

し

て

の

性
質
を

確
立

し

た

真
宗
大
谷
派
は
、

明
治
以
後、

蓮
如
に

よ
っ

て

作
ら
れ

た

講
を

再
編
成
し

た
。

講
が

教
団
の

組
織

　
と

活
動
の

基

盤
と

な
っ

た

が
、

天
皇
制
国
家
体
制
下
で
、

真
宗
大
谷
派
の

教
団
は

国
家
の

統
制
と

保
護
を

受
け

た
。

昭
和
二

〇
（

】

九
四
五
）

年
の

敗

　
戦
に

よ

り
、

天
皇
制
国
家
体
制
は

崩
壊
し

た
。

農
村
共
同
体
を
基
盤
と
し
て

い

た

真
宗
大

谷
派
も、

教

団
の

構
造
が

揺
ら
い

だ
。

新
た

に

同
朋
会
運
動

　
と

い

う

信
仰
運
動
が

展
開
さ
れ
た

が
、

教
団
に

内
在
す
る
封
建
的

構
造
に

制
約
を

受
け

て

停
滞
し

た
。

真
宗
大
谷
派
は
、

こ

の

よ

う
な

内
部
問
題
を
抱

　
え

な

が
ら

も
、

寺
院
を

含
む

教
団
の

基
本
の

儀
式
は

維
持
し

て

き

た
。

し

か

し、

最
近
に

な
っ

て

こ

の

儀
式
の

執
行
率
と

参
加
者

数
が

減
少
し

て

き

　
た

。

そ

し

て
、

将
来、

日
本
で

は

人
口

減
少
が

確
実
視
さ
れ
て

い

る
。

こ

れ

に

よ

っ

て

既
成
仏
教
教
団
の

構
造
が
ど

う

変
わ
る

の

か
、

そ
の

予
測
は

ま

　
だ

立
っ

て

い

な
い

。

〈
キ
ー

ワ

ー
ド
〉
　
既

成
仏
教、

教
団
の

構
造、

真
宗
大

谷
派、

教
勢
調
査、

人
口

減
少

は

じ
め

に

　

仏
教
の

宗
派
で
一

〇
〇

〇
以
上
の

宗

教
団
体
を

持
つ

の

は
一

〇
教
団
あ
り

、

こ

の
一

〇
教
団
の

団

体
数
の

合
計
が

六

万
二

九

七
一

で

あ

範
。

仏
教
に

関
し

て

は
、

こ

れ

ら

の

大
教
団
と

そ

の

他
の

諸
教
団
を

も
含
め

た

組
織
と

活
動
が

、

日

本
人
の

宗
教
生

活
を

形
作
っ

て
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い

る

わ

け

で

あ
る

が
、

筆
者
が

戦
後
か

ら

現

在
ま

で

の

『

宗

教
研
究
』

を

調
べ

た

限
り
、

長
い

歴
史
と

伝
統
を
持
つ

既
成

仏
教
に

お

け

る

「

教
団
」

の

組
織
と

活
動
の

実
態
は

解
明
さ

れ

て

い

な
い

の

が

現
状
で

あ
る

。

　

本
稿
で

い

う

「

構
造
」

と

は
、

宗
憲
宗
規
な

ど

で

定
め

ら

れ
て

い

る

制
度
で

は

な

く
、

組
織
と

活
動
の

構
造
的
把
握
を
い

う
。

こ

の

研
究
に

適
し
て

い

る
一

つ

の

方
法
は

、

末
端
の

寺
院
や

教
会
を
単
位
と

す
る

教
団
全

体
の

統
計
的
調
査
で

あ

る
。

管
見
の

限
り
で

は
、

既
成
仏
教
教
団
の

こ

の

種
の

調
査
は

、

真
宗
大
谷

派

を

含
め

て

六

教
団
で

実
施
さ

れ

て

い

縫
。

本
稿
は

、

真

宗
大
谷
派
の

教
勢
調
査
を

例
と

し

て

既
成
仏
教
教
団
の

構
造
を

解
明
し
よ

う

と

し

た

が
、

同
教
団
を

例
と

し

た
・
王

な

理
由
は

、

調
査
が

戦
前
と

戦
後
を

あ
わ
せ

て

六

回
あ
り、

と

く
に

戦
後
の

五

回
は

ほ
ぼ
一

〇
年
間
隔
で

実
施
さ

れ

デ
ー

タ

が

系
統
的
に

な
っ

て

い

て
、

し
か

も

基

本
的
事
項
の

結
果

が

公

開
さ

れ

て

い

る

か

ら

で

あ
る

。

真
宗
大
谷
派
の

教
団
の

構
造

　
1
　
近
代
か

ら
現
代
の

動
向
と

調
査

　
近

代
日
本
に

お

け
る

真
宗
大
谷

派
の

基

本
的
動
向
は

、

天

皇
制
国
家
体
制
内
に

あ
る
こ

と

を
強
制
さ

れ

た

面
と

、

積
極
的
に

そ

の

体

制
に

順
応
し

た

面
の

両
面
が

あ
っ

た
。

後
者
の

結
果

、

国
家
・

政
府
の

戦
争
遂
行
に

協
力
す
る

こ

と

と

な

り
、

昭
和
二

〇

年
に

敗
戦
を

迎
．
又

た
。

こ

の

よ

う

な

体
制
下
に

あ
っ

て
、

教
学
の

近

代
化
の

た
め

に

身
分
や

寺
格
に

と

ら

わ

れ
な

い

人

材
養
成
を

行
い

、

井
上

円
了

や

清
沢

満
之
ら

を

輩
出
し

、

彼
ら

や

そ

の

後
継
者
が

仏
教

・

教

団
・

教

学
の

近

代
化
の

基
礎
を

作
っ

た

と

い

う
歴
史
も
あ
っ

た
。

　
戦
後
に

お

い

て
、

天

皇

制
国
家
体
制
の

強
制
が

な

く
な

り
、

信
教
の

自
由
の

時
代
の

到
来
と

と

も

に

教
団
内
で

勃
興
し

て

き

た

こ

と

は
、

日
本

社
会
と

同
じ

く
、

戦
前
の

体
制
や

教
学
の

見
直
し

で

あ
っ

た
。

す
で
に

述
べ

た

が
、

真
宗
大
谷
派
の

場
合、

教
学
の

近
代
化
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既成仏教教団の 構造

を

求
め

た

歴
史
は

井
上

円
了
や
清
沢

満
之
ら
に

よ

っ

て

提
起
さ

れ
、

新
し
い

近
代
的
信
仰
の

系
譜
と

し

て

戦
前
の

社
会
に

あ
っ

て

も

伏

流
と

し

て

維
持
さ

れ
て

き

た
。

そ

れ
が

、

戦
後
の

混
乱

期
に

近

代
の

本

来
の

思
想
・

信

仰
と

し

て

運

動
化
し

、

昭
和
三

七
（
一

九
六

二
）

年
に

「

同
朋
会
運
動
」

の

提
唱
と

条
例
が

公
布
さ

れ
、

既
成
教
団
の

信
仰
復
活
は

不
可
能
と

い

わ

れ

る

中
で

、

信
仰
運

動
が

展
開
さ

れ

た
。

し

か

し

な
が

ら
、

こ

の

信
仰
復
活
運

動
は

地
方
に

拡
大
さ

れ

る

段
階
に

な
る
と

、

伝
統
化
さ

れ

た

封
建

的
教
団
体
制
を

破
壊
す

る

も

の

と

み

な

さ

れ

て
、

教
団
内
の

権
力
闘
争
に

巻
き

込

ま

れ
、

僧
俗
を

含
む

教
団
全

体
を

揺
る

が
し

、

法
主

派
と

改
革
派
と

の

い

わ

ゆ

る

「

教
団

問
題
」

が
三

〇
年
間
に

わ

た

り

続
い

た
。

内
部
に

お

け

る

紛

争
が

連
続
し

、

そ

の

た

び
に

裁
判
闘
争
が

惹

起
さ

れ
て

社
会
問

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
（
3）

題
と

な
っ

た

時
期
も

あ

り
、

教
団
は

異
常
な

事
態
に

あ
っ

た
。

結
局

、

教
団
の

信
仰
運

動
と

し

て

の

同

朋
会

運
動
は

、

昭
和
四

四

二

九
六

九
）

年
ま

で

の

七

年
間
の

展
開
と

い

う

萌
芽
形

態
で

と

ど

ま
っ

た

と

考
え
ら

れ

る
。

現

在
の

真
宗

大
谷
派
は

、

法
主
が

門
首
に

か

わ

る

な

ど

制
度
改
革
し

た

新
宗
憲
が

成
立

し
、

「

教
団
問
題
」

は
一

応
解
決
し

た

状
況
に

あ
る

と
い

え

る

だ

ろ

う
。

　
こ

の

よ

う

な

歴
史
の

中
で

教
勢
調
査
は

行
わ

れ
て

き

た
が

、

そ

の

第
一

回
は

国

勢
調
査
が

始
ま
っ

た

翌

年
の

大
正
一

〇
（
一

九
二

一
）

年
に

、

第
二

回

は

戦

後
の

昭
和
三

五
（
一

九
六

〇〉

年
に

、

以

後
は

ほ

ぼ
一

〇
年

間
隔
で

、

第
三

回
は

昭
和
四

五

二

九

七

〇）

年
、

第

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
〔
4）

四

回
は

昭
和
五

五
（
一

九
八
〇）

年
、

第
五

回

は

平
成
四
（
］

九
九
二
）

年、

第
六

回
は

平
成
一

二

（
二

〇

〇
〇
）

年
に

実

施
さ

れ

て

い

る
。

本
稿
で

は
、

教

勢

調
査
に

基
づ

い

て

教
団

構
造
の

過
去

、

現

在
、

将
来
に

言

及
す

る

が
、

紙
幅
の

都
合
が

あ
る

の

で
、

ま

ず

第
一

回
〜

二

回
を

略
述
し

、

つ

ぎ
に

主
た

る

結
果
を

第
六

回
に

依
拠
し

て

述
べ

、

必
要
な
限
り

遡

求
し

て

推
移
を

み

る
こ

と

に

し

た
い

。

　
2
　
戦
前

・

戦
後
の

教
団

−
教
勢
調
査
の

第
一

回
〜

第
二

回

−

　

大
正
一

〇

二

九
二
一
）

年
の

第
｝

回

教
勢
調
査
は

、

「

既
に

国
家
に

国
勢
調
査
が

必
要
で

あ
る

と

同
じ

や

う
に

、

我
が

宗
門
に

於
い

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
（
5）

て

も
、

教
勢
も
内
容
と

其
の

組
織
と

を

調
査
す

る
こ

と

の

必
要
な

こ

と

は
、

誰
し

も
異
論
が

あ
る

ま
い

と

存
じ

ま

す
」

と
い

う
認
識
に

25 （597）
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立
っ

て

取
り
組
ま

れ

た
。

第
一

回

の

調
査
項

目
は

末
寺
を

単

位
と

す

る

「

布
教

機
関
」

「

文
書

布
教
」

「

教

育
及
社
会

事
業
」

「

住
職
」

「

寺
族
」

「

檀
信
徒
」

の

六

項
目
が

あ

り
、

こ

の

他
に

市
町
村
単
位
で

「

寺
院

所
在
地
の

宗
教
に

関
す
る

件
（

市
町

村
別

檀
信
徒

数
を

含
む
）
」

が

設

定
さ

れ

て
い

る
。

最
初
の

単
純
集
計
の

公
表
が

実
施
の

三

か

月

後
か

ら

始
ま
っ

た
こ

と

に
、

調
査
へ

の

問
題

意
識
の

高

さ

を

み

る
こ

と

が

で

き

る
。

　

第
一

回
の

調
査
で

注
目
さ

れ

る

結
果
を

取
り
上
げ
て

み

よ

う
。

寺
格
は
一

六

級
に

分
け

ら

れ
て

い

る
。

江
戸
時
代
に

は

「

飛

擔
地
」

「

餘

間
地
」

が

圧
倒
的
多
数
を

占
め

て

い

た

と

い

わ

れ

た
が

、

寺
格
の

下
か

ら

記
述
す

れ

ば
、

「

平

僧
地
」

5
％

、

「

外
陣
地
」

傀

％
、

「

飛

擔
地
」

22
％

、

「

堂
衆
地
」

砺

％
、

「

餘
間
地
」

10
％
で

合
わ
せ

て

四

割
近
く
に

な
り

、

そ

の

上

の

「

内
陣
地
」

14
％

、

「

院
家
地
」

8
％

、

「

助
院
地
」

10
％

、

「

別
助
院
地
」

21
％
も

合
わ
せ

て

五

割
を

上

回
っ

て

い

る
。

残

り
の
一

割
が

そ

れ

以
上
の

「

准
二

等
別
助

院
地
」

3
％

、

「

二

等
別
助
院
地
」

魄

％
、

「

准
一

等

別
助
院
地
」

2
％

、

「

一

等
別
助
院

地
」

α2
％

、

「

准
由
緒
地
」

2
％、

「

別
格
由

緒
地
」

1
％

、

「

国
巡

讃
地
以
上
」

1
％
で

あ
る
（

以
下、

本
稿
で

は

基

本
的
に

％
を
少
数

点
第
一

位
で

四

捨
五

入
し
て

表
記
す

る）
。

こ

の

よ

う

に
、

大
正

時
代
に

は

上

の

方
へ

と

分

布
が

変
化
し

て

い

る
。

こ

れ

は
、

明
治

＝
二

（
一

八

八

〇〉

年
か

ら
一

五

年
間
に

わ
た

る

両
堂

再

建
の

た

め

に
、

個
人
を

単
位
と

す
る

「

相
続

講
」

が

創
設
さ

れ
、

そ

の

納
金
の

成
績
に

よ
っ

て

寺
格
の

昇

格
が

認
め

ら
れ

た

結
果
で

あ

る
。

　
つ

ぎ
に

、

住

職
の

学
歴
に

つ

い

て

み

る

と
、

「

雑
」

56
％、

「

中
学

教
育
」

27
％

、

「

中
等
教

育
」

3
％

、

「

高
等
教
育
」

14
％
と

あ

り
、

住
職
の

半
数
以

上

が

「

雑
」

に

集
中
し

て

い

る
。

「

雑
」

の

内
訳
は

略
語
で

「

小
学
」

「

教
校
」

「

安

居
」

「

検
定
」

「

そ

の

他
」

で
、

数
値
を
み

る
と

大

多
数
が

教
団
内
の

教
育
機
関
で

あ
る

。

住
職
は

地
域

社
会
の

指
導

者
と
い

わ

れ

て

い

た

が
、

そ

の

学
歴
を

み

れ
ば

教

団
内
的
知

識
に

と

ど

ま

り
、

近

代
社
会
へ

の

知
的
対
応
は

む

ず
か

し

か

っ

た

と

考
え
ら

れ

る
。
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最
後
に

現

在
か

ら
八

〇
年
前
の

教
化
を
み

る

と
、

一

〇
種
類
の

活
動
が

あ
っ

た
。

割

合
の

高
い

順
に

記
す
と

、

「

講
」

95
％

、

「

定
例

布
教
」

21
％

、

「

婦
人
会
」

19
％

、

「

講
話
会
」

17
％

、

「

青
年
会
」

14
％
、

「

信
仰
座
談
会
」

6
％

、

コ

そ

の

他
」

8
％、

「

臨
時
布
教
」

2
％

、

「

特
殊
布
教
」

3
％

、

「

毎
朝
法
話
」

α3
％
で

あ

る
。

こ

の

結
果
は

真
宗
教
団
の

組
織
が

「

講
」

中
心
に

構
成
さ

れ
て

い

た
こ

と

を
如

実
に

示

し

て

い

る
。

な

お
、

今
日
か

ら

み

る
と

、

法
要

・

行
事
も

教
化
活
動
の
一

つ

と

位
置
づ

け

ら

れ

る

が
、

こ

の

調
査
で

は

質

問
項

目
か

ら

除
外
し

て
い

る
。

果
た

し

て

現
実
は
ど

う
だ
っ

た

の

か
。

　
以

上
、

第
一

回
の

主
な

結
果
を

述
べ

た
が

、

つ

ぎ
に

戦
後
の

昭

和
三

五

二

九
六

〇）

年
の

調
査
を

取
り
上

げ
た
い

。

当

時
の

日

本

社
会
は
、

戦
後
の

混
乱

期
を

脱
し
て

い

た

時
期
で

、

調
査
で

は

農
村
か

ら

都
市
へ

の

人
口

移
動
と

い

う

構
造
的
動
向
を
踏
ま
え
た

質
問

項
目
が

設
定
さ

れ
て

い

る
。

項
目
数
は

第
一

回
に

比
べ

て
一

二

項
目
と

大
幅
に

増
え

て

い

る
。

こ

の

調
査
で

注

目
さ

れ

る

項
目
と

結
果

を

み

て

お

こ

う
。

　
ま

ず
、

寺
院
（

以

下
、

教
会

を

含
ん

で

寺
院
と
い

う）

の

開
創
年
代
に

つ

い

て

は
、

「

五

〇

〇

年
以

前
」

14
％

、

「

三

〇

〇
年

以

前
」

53

％
、

コ

OO

年
以
前
」

17
％

、

「

明
治
年
間
」

7
％、

「

大
正

年
間
」

2
％、

「

昭
和
（

戦
前
）

」

3
％、

「

昭
和
（

戦
後
）

」

3
％

、

「

不

明
」

α2
％
で

あ

る
。

江
戸
時
代
前
に

開
創
さ

れ

た

寺
院
が

七

割
近
く
で

あ

り
、

明
治
以

前
で

合
計
す

れ

ば
八

割
以
上

と

な

り
、

ほ

と

ん

ど

の

寺
院
の

配
置
が

江
戸
時
代
の

前
後
に

定
ま
っ

て

い

る
。

　

当
時
の

寺
院
を

支
え

た

門
徒
（
真
宗
で

は
檀
信

徒
の

こ

と
を
い

う）

の

職
業
は

、

「

農
業
」

61
％、

「

漁
業
」

3
％

、

「

林
業
」

1
％
、

「

商

業
」

13
％

、

「

工

業
」

3
％
、

「

給
料
生

活
者
」

15
％、

「

そ

の

他
」

5
％
で

あ
る

。

同

時
期
の

国
勢
調
査
の

産

業
（

三

部
門
）

別
就
業

者
数
は

、

「

第
一

次
産
業
」

33
％、

「

第
二

次
産

業
」

29
％

、

「

第
三

次
産

業
」

38
％
で

あ
る

か

ら
、

教
団
の

基
盤
が

農
村
に

あ
っ

て
、

近

代
産
業
社
会
に

対
応
し

て

い

な
い

こ

と

を
示
し
て

い

る
。
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こ

の

第
二

回
の

教

勢
調
査
の

主
眼
の
一

つ

は

寺

院
の

経
済
状
況
の

把
握
で

、

そ

れ

を

住
職
の

兼
職
率
で

は

か

っ

て

い

る
。

住
職
の

「

兼
職
率
」

は
29
％
で

あ

る
。

住
職
と

寺
族
の

他
の

職

業
へ

の

従
事
で

み

れ

ば
、

59
％
で

あ
る

。

こ

の

結
果
を

受
け
て

、

調
査
担

当
者

は

「

こ

う
し

た

寺
院
の

兼
業
化
へ

の

方
向
が

、

現
実
の

社
会
情
勢
か

ら
や

む

を

え

な
い

も

の

と

す

れ

ば
、

教
団
が

ど

う
し

た

方

策
を

た

　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
（
6）

て

て

そ
の

困
難
性
を
打

開
し

助
勢
を

図
る

か

に

か

か
っ

て

く
る

も
の

で

は

な
か

ろ

う

か
」

と
、

政
策
の

必
要
性
を
指

摘
し

て

い

る
。

　

教
化
活
動
に

つ

い

て

は
、

戦
前
と

戦
後
に

同
じ

項
目
が

あ
り

、

約
四

〇
年
間
の

推

移
を
み

る
こ

と

が

で

き

る
。

大
正
］

○
年
か

ら

昭

和
三

五

年
へ

と

並
べ

る

と
、

「

定
例
布
教
」

21
↓
42
％

、

「

講
」

95
↓
54
％、

「

青
年
会
」

14
↓
12
％

、

「

婦
人
会
」

19
↓
33
％
で

あ
る

。

定
例
布
教
の

実
施
率
や

婦
人
会
の

開
催
率
が

増
え

た

が
、

講
の

組
織
率
は

逆
に

半
減
し
て
い

る
。

戦
後

、

民
主
主

義
に

よ

る

婦
人
の

地

位
の

向
上

に

と

も

な
っ

て

婦
人
会
の

組
織
率
が
上

昇
し

た

の

に

対
し

、

講
の

組
織
率
は

減
少
し

た
。

講
の

減
少
に

は

戦
後
の

農
村
等
に

お

け

る

共

同
体
の

解
体
が

表
れ

て

い

る

と

考
え

ら

れ
る

。

前
述
の

開
創
年
代
に

み

る

近

代
社
会
へ

の

対
応
の

遅
れ

と

こ

の

講
の

減

少

が
、

信
仰
共
同
体
の

危
機
と

な
っ

て
、

大
谷
派
の

個
人
を
主

体
と

す

る

信
仰
復
活
運
動
「

同

朋
会
運
動
」

が
二

年
後
に

提
唱
さ

れ

る
こ

と

に

な
る

。

戦
後
の

宗

教
界
の

変
動
は

こ

の

信
仰
運
動
を
生
み

出
す
一

つ

の

契

機
で

あ
っ

た

と
い

え

る

が
、

そ

れ
と

と

も
に

教
団
の

内

　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
ハ
フリ

部
構
造
か

ら

運
動
が

生
み

出
さ

れ

た

と

考
え

る

方
が

妥
当
で

あ
ろ

う
。

そ

の

こ

と

は

ま

た
、

戦
前
と

違
っ

て
、

新
た

な

教
化
団
体
が

結

成
さ

れ
た

こ

と

に

も
表
れ

て

い

る
。

「

子

供
会
」

12
％

、

「

日
曜
学
校
」

8
％

、

「

壮
年
会
」

4
％

、

「

ボ

ー

イ

＆

ガ

ー
ル

・

ス

カ

ウ

ト
」

1
％
で

あ
る

。

　
3
　
現
代
の

教
団

−
教
勢
調
査
の

第
三

回
〜
第
六

回

1

　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

そ

　

真
宗
大
谷
派
の

教
団
を
行

政
組
織
で

み

る

と
、

本
山

（

宗
務
所）

↓
教
区
↓
組
↓
寺
院
・

教
会
と

な
っ

て
い

る
。

総

寺
院

数
は

寺
籍

簿
と

調
査

対
象
数
と

で

異
な
る

こ

と

が

あ
る
が

、

対

象
数
は

、

大
正
一

〇
年
が

八
三

八

九
か

寺、

昭
和
三

五

年
が

九
三

二

〇
か

寺
、

昭
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和
四

五

年
が

九
五

七
六
か

寺
、

昭
和
五

五

年
が

九
二

二

四
か

寺、

平
成
四

年
が

九
〇
二

四
か

寺
、

平
成
一

二

年
が

八

九

＝
二

か

寺
で

あ

る
。

回
収
率
は
ほ

と

ん

ど
が

九
九
％
以
上
で

、

国
勢
調
査
を
モ

デ
ル

と

し

た

教
勢
調
査
の

性
質
は

守
ら

れ

て

い

る
。

大
正
一

〇
（
一

九

一

＝
）

年
の

第
一

回
の

対
象
数
は

支

坊
・

布
教
所
を

含
め

る

と

九
七

五
三

か

寺
と

な

り
、

八

〇

年
間
で

八

〇
〇
か

寺
以
上
が

減
少
し

た

こ

と

に

な

る
。

　

つ

ぎ
に

、

教
団

に

は
三

〇
の

「

教

区
」

が

あ
る
（

平
成
一

二

年
現
在。

な

お
、

カ

ッ

コ

内
は

寺
院
数
と

都
道
府
県
で

あ

る）
。

北
海

道
（

四
七
六、

北

海

導
、

奥

羽

二

六
九、

青
森
・

秋
田）

、

山

形
（

一

四
五

、

山
形）

、

仙
台
（

＝

三
、

岩

手
・

宮
城
・

福
島）

、

東

京
（

四

九
三
、

茨

城
・

群
馬
・

栃

木
・

埼
玉

・

千
葉
・

東

京
・

神
奈
川
・

山
梨
・

長
野）
、

三

条
（
四
八

二
、

新
潟
）

、

高
田
（
三

二
一
二
、

新
潟）

、

富
山
（
二

三

四、

富
山
｝

、

高
岡
（
二

九
一

、

富
山）

、

能
登
（
三

七

二
、

石

川
）

、

金
沢
（
三

四
一
、

石
川）
、

小

松

二

〇

四
、

石
川）

、

大
聖

寺
（

三

九
、

石
川）

、

福

井
（
二

三

四、

福

井
・

岐
阜
V

、

高
山
（
八

三、

岐
阜
）

、

大
垣
（
四
三

二
、

岐
阜）
、

岐
阜
（
二

四
一
、

岐
阜）

、

岡

崎
（
四

六
八

、

静
岡
・

愛
知
）
、

名
古
屋
（
六
八

九
、

愛

知）
、

三

重
（

二

二
一

、

三

重
V

、

長
浜
（

三

九
二
、

福
井
・

滋
賀）

、

京
都
（

七
〇
〇、

福
井
・

滋
賀
・

京
都
・

兵

庫
・

鳥
取
・

島
根
V

、

大

阪
（

六

五

八、

大

阪
・

兵
庫
・

奈
良
・

和
歌
山）
、

山
陽
（
二

七
一
、

兵

庫
・

岡

山
・

広
島

・

山
口）

、

四

国
（

二

六、

徳

島
・

香
川
・

愛
媛
・

高
知
）

、

日

豊
（
三

〇
一

、

福
岡
・

大
分）

、

久
留

米
（
二

六
一
、

福
岡
・

佐

賀）
、

長
崎
（
四

九、

長
崎）

、

熊
本

二

二

七
、

熊
本
）

、

鹿
児

島
（

九
七

、

宮
崎

・

鹿

児

島
・

沖
縄）

で

あ
る

。

こ

の

よ

う
に

真
宗
大

谷
派
の

教

線
は
、

北
は

北
海
道
か

ら

南
は

沖
縄
ま

で

あ

る

が
、

教

区
と

都
道
府
県
の

関
係

を

み

る
と

、

一

教
区
に
一

県、

一

県
に

三

教
区

、

一

教
区
に

九
都

県
と

多
様
で

あ
り

、

教
区
の

寺
院
数
も

最
大
が

七

〇
〇
か

寺
、

最
小

が

三

九
か

寺
と
、

こ

の

点
で

も
様
々

で

あ
る

。

　

こ

の

三

〇

教
区
の

中
は

い

く
つ

か

の

「

組
」

に

分

割
さ

れ

て

い

る
。

組
の

合
計
は

四
一

九

組
で

、

一

つ

の

組
の

寺
院
数
は

、

最
大
は

六

〇
か

寺
、

最
小

は

五

か

寺、

平
均
で

は

二
］

か

寺
で

あ
る

。

組
の

下
の
一

か

寺
に

門
徒
が

所
属
す

る

わ

け

で

あ

る

が
、

調
査

時
点
で
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表 1 調査年次別門徒戸数

調査年次 総 門徒戸 数
　 1 か寺の

平均門徒戸数

大正 1  （1921） 1，365，011 162．0

昭和 35 （1960） L292，020 149．9

昭和 45 （1970） L437，
076 156．0

昭和 55 （1980） L349，605 171．2

平成 4　（1992） 1
，
303

，
122 15 ．2

平成 12 （2000） 1，335，581 164．4

各年次の報告書 よ り作成

る

が
、

門
徒
戸
数
の

規
模
別
に

寺

院
の

割
合
を

み

る

と
、

を
頂
上
に

な
だ

ら

か

に

下
降
す

る

形
で

あ
る

。

4
％

、

「

門
徒
な

し
」

3
％
と

な

る
。

規
模
の

大
き
い

方
で

は
、

〜
二

九
九
」

10
％

、

「

三

〇
〇
〜
四

九
九
」

戸
未
満
の

寺
院
が

三

割
を
占
め

、

一

〇
〇
戸
未
満
で

合
算
す

る

と

総
寺
院
数
の

五

割
と

な
る

。

い
。

こ

こ

に

兼
職
の

問
題
が

あ

る
。

ま

た
、

区
、

「

小

坊
、

中
坊

、

大
坊
」

と
い

う
門
徒
戸
数
が

入
り

交
じ
っ

た

教

区
な

ど

が

あ

り
、

規
模
と

と

も
に

長
い

歴
史
が

反

映
し
て

い

る
。

の

総
門
徒

戸
数

、

一

か

寺
の

平
均
門
徒

戸
数
は

表
1
の

と

お

り

で

あ
る

。

大
正
一

〇

二

九
二

一
V

年
か

ら

平

成
一

二

（
二

〇

〇

〇
）

年
ま

で

の

八

〇

年
間
に

お

け
る

総

門

徒
戸
数

（
自
主
回
答
数）

は
、

ほ

ぼ

＝
二

〇
万
戸
台
の

範
囲
内
に

あ
る

。

国

勢
調
査
の

人

口

は
、

大

正

九
（

一

九
二

〇）

年
が
五

五

九
六

万
人
、

平

成
一

二

年
が
一

億
二

六

九
二

万

人
と

、

こ

の

間
に

二
・

三

倍
と

大

幅
に

増
加
し

て

い

る

こ

と

を

考
え

る

と
、

八

〇

年
間
に

お

け

る

真

宗
大
谷
派
の

門

徒
戸
数
の

伸
び
は

低
く

、

人
口

増
大

に

対
し

て

教
勢
が

停
滞
し

て

い

る

と

い

え

る

だ

ろ

う
。

　

こ

こ

か

ら

は
、

平

成
一

二

（
二

〇
〇

〇
）

年
の

調
査

結
果
を

述
べ

て
、

そ

れ

に

加
え

て

調
査

年
次
別
の

推
移
を

み

る

こ

と

に

し

た
い

。

表
1
で
一

か

寺
の

平
均
門
徒
戸
数
は

わ
か

　

　
　
　

　

規
模
で

突
出
し
た

も

の

は

な
い

。

「

五

〇
〜
九
九
」

21
％
が

最

高
で
、

こ

れ

　

規
模
の

小
さ

い

方
で

は
、

「

三

〇
〜
四

九
」

12
％

、

＝

○
〜

二

九
」

14
％、

＝

〜
九
」

　

　
　
　

　
　
　

「

一

〇
〇
〜
］

四

九
」

13
％

、

「

一

五

〇

〜
一

九
九
」

8
％

、

「

二

〇
〇

8
％

、

「

五

〇
〇
〜
九

九
九
」

4
％

、

「

一

〇

〇
〇
〜

」

 

％
と

な

る
。

門

徒
戸
数
が

五

〇

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
こ

の

傾

向
は
二

〇
年
前
か

ら

変
わ

ら

な

三

〇
の

教
区
別
に

み

る

と
、

平
均
が

三

〇
〇

戸
以
上
の

教

区
、

平
均
が

五

〇
戸
未
満
の

教

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

各

寺
院
の

門
徒
戸
数
の

あ

り
方
に

は

教
区
の
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門
徒
の

分
布
に

つ

い

て
、

寺
か

ら

の

距
離

別
に

門

徒
の

割
合
（

平
均）

を
み

る

と
、

寺
か

ら
「

2
 

未
満
」

53
％

、

「

2
〜
5
 
」

22
％

、

「

5
〜
20
 
」

16
％

、

「

20
〜
50
 
」

6
％

、

「

50
 

以
上
」

3
％
で

あ
る

。

真
宗
大
谷

派
で

は
、

寺

院
か

ら
「

5
 

未

満
」

の

歩
い

て

行
け
る

範
囲
内
に

大
半
の

門
徒
が

集
ま
っ

て
い

る
。

し

か

し
、

北
海
道
と

東
京
の

二

教

区
は

異
な
っ

て
、

と

も
に

「

20
 

以

上
」

に

二

割
の

門
徒
が
い

る
。

と

く

に

東
京
教
区
の

首
都
圏
は

人
口

の

ド

ー
ナ
ツ

化
現
象
に

と

も

な
っ

て
、

門
徒
が

都
内
の

寺
か

ら

遠

い

地
域
に

分
散
し

て
い

る
。

　
つ

ぎ
に

、

寺
院
の

経
済
状
況
を

み

る

と
、

寺
の

収
入

に

つ

い

て

（
複
数
回

答
V

は
、

「

法

務
収
入
」

93
％

、

「

兼
業
収
入
」

32
％

、

「

布

教

収
入
」

26
％

、

「

付
属
事
業
」

9
％
で

あ
る

。

昭
和
五

五

年
か

ら

の

二

〇

年
間
に

お

い

て
、

「

法
務
収
入
」

「

布
教

収
入
」

と

も

に

数

値
に

大
差
は

な
い

。

「

兼
業
収
入
」

を
一

〇
年
の

区
切
り
で

み

る
と

、

42
↓

35
↓

32
％
と

減
少
し

て

い

る
。

「

兼
業
収
入
」

に

頼
ら

ざ
る

を
得
な

い

寺
院
が

少
な
く
な
っ

て
い

る
が

、

四

〇
年
前
の

昭
和
三

五

年
と

同
じ
く

、

依
然
と

し

て
三

割
の

寺
院
が

「

兼
業
収
入
」

を

入

れ
る

こ

と

で

寺
院
の

経
済
を

支
え

て

い

る

と
い

う
問
題
は

改
善
さ

れ

て

い

な
い

。

　
寺
院
は

門
徒
に

よ
っ

て

成
り

立
っ

て
い

る

が
、

そ

の

維
持
・

運

営
費
の

割
り
当
て

方
に

つ

い

て

み

よ

う
。

最
初
の

調
査
（
教
勢
調
査

以

外）

が

昭
和
四
三

（

一

九
六
八
）

年
に

あ

り
、

そ

れ

に

加
え

て

昭
和
五

五

年
か

ら

の

推
移
を
示

す
と
、

当

初
多
か

っ

た

「

門
徒
の

経
済

状
態
に

応
じ

て
」

は

32
↓
21
↓
17
↓
13
％
と

減
少
し

、

つ

ぎ
の

「

門
徒
か

ら

集
め

た

も
の

と

住
職
の
一

部
負
担
」

は
23
↓
35
↓
28
↓
32

％
と

増
減
が

あ
り

、

そ

し
て

「

門
徒
の
一

律
平
均
」

は

15
↓
19
↓
28
↓

29
％
と

増
加
し

て

い

る
。

「

住
職
が

全

額
」

は

21
↓
18
↓
16
↓

18
％
と

ほ

と

ん

ど

変
わ
っ

て
い

な
い

。

寺
院
の

維
持
・

運
営
費
の

収
集
方
法
は

、

門
徒

戸
数
の

少
な
い
一

定
の

層
を

除
い

て
、

従
来
の

「

門
徒
の

経
済
状
態
に

応
じ
て
」

か

ら

「

門
徒
一

律
」

「

門

徒
一

律
＋

住

職
」

と
い

う
一

律
方
式
に

変
化
し

て

き

て

い

る
。

こ

れ

は

日

本
の

総
中
産
階
級
化
と

い

う

社
会

構
造
の

変
化
が

現
れ

て

い

る

の

で

あ
ろ

う
。

31 （603｝
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教
団
へ

の

納
金
（
真
宗
大
谷
派
で

は
「

本
山
御

依
頼
金
」

と

い

う）

は
、

経
常
費
と

宗
費
賦
課
金

の

二

種
類
あ
り

、

前
者
は

教
団

の

維
持
・

運

営
費
で

予
算
化
さ

れ

て

末
寺
に

割
当
さ
れ

る

も

の
、

後

者
は

僧

籍
の

あ
る

も

の

へ

の

割
当
で

あ
る

。

こ

の

納
金
を
「

全

門
徒
」

「

大

部
分
の

門
徒
」

の

拠
出
に

よ
っ

て

集
め
て

い

る

寺
院
の

割
合
は

、

経
常
費
が

65
％、

宗
費
賦
課
金

が

60
％
で

あ
る

。

教
団
で

は

「

相
続

講
」

が

家
単
位
と

な
っ

て

残
っ

て

い

る

が
、

現
実
に

動
い

て

い

る

地
域
と

名
目
上

の

組
織
と

な
っ

て

い

る

地

域
と

が

あ

る
。

そ

の

た

め
、

教
区
別
の

経
常
費
の

「

全

門
徒
」

「

大
部
分
の

門
徒
」

の

拠
出
（

寺
院

数
）

は
、

最
高
が

89
％

、

最
低
が

36
％、

宗
費

賦
課
金
も

最
高
が

89
％

、

最
低
が

23
％
と

か

な

り
の

開
き
が

あ
る

。

　
こ

の

よ

う

な

寺
院
の

経
済
と

門
徒
の

か

か

わ

り

は
、

運

営
上
に

も

表
れ

て
い

る
。

責
任
役
員

・

総
代
の

選
出
方
法
は

六
つ

あ
る
が

、

と

く

に

支
配
的
な

方
法
は

な

い
。

「

住
職
が

選

ん

で

互

選
」

23
％

、

＝

部
世
襲

、

一

部

住
職
の

依

頼
」

20
％、

「

門

徒
の

話

合
い

ま

た

は

選

挙
」

20
％、

「

世

話
方
な

ど

で

互
選
」

19
％、

「

話

合
い

で

あ

る

が
、

住

職
の

発
言
が

決

定
的
」

11
％、

「

ほ

と

ん

ど

世
襲
」

8
％

で

あ

る
。

こ

れ

を

大

別
す

れ
ば

、

住

職
中
心、

門

徒
中
心
の

二

つ

に

分
け

ら

れ
、

割

合
も

ほ

ぼ

半

数
と

な
っ

て

い

る
。

全

国
の

教
区

を
、

世
襲
型

、

住
職
型
、

世
話
門
徒
型
に

分
類
し

て
、

再
集
計
し
て

み

る

と
、

世
襲
型
が

半
数
を

占
め

る

の

は

五

教
区

、

世
話
門
徒
型

が

半
数
を

占
め

る

の

は

六

教
区

、

世
襲
型
＋

住
職
型
が

八

割
を

占
め

る
の

は

五

教
区

、

住
職
型
＋

世
話
門
徒
型
が

八

割
を

占
め

る

の

は

一

〇

教
区

、

住
職
型
が

ほ

ぼ

半
数
を

占
め

る

の

は

三

教

区
で

あ
る

。

教
区
と

い

う

地

域
に

よ
っ

て

も
、

そ

の

選
出
方
法
は
一

様
で

は

な

い
。

　
以

上
、

現
代
の

組
織
と

運
営
を

み

て

き

た

が
、

既
成
の

あ
り

方
と

、

そ

れ
に

変
化
を

も

た

ら

そ

う

と
い

う
二

つ

の

傾
向
が
、

全
教
区

的
に

混

在
し

て
い

る

の

が

現
状
で

あ
る

と

考
え
ら

れ
る

。

真
宗
大
谷
派
の

内
部
構
造
は

、

教
区
別
の

相
違、

教
区
内
に

あ
っ

て

も
寺
院

別
の

相
違
な

ど
、

二

重
の

構
造
を

も
つ

複
雑
で

立

体
的
な

組
織
と

活
動
か

ら

成
り

立
ち

、

こ

こ

に

は

複
雑
な

利
害
関
係
が

存
在
す
る

。
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長
い

歴
史
と

伝
統
を

も
つ

既
成
仏
教
教
団
は

、

安
定
し
た
一

枚
の

組
織
で

は

な
い

。

そ

の

た

め

に
、

教
団
と

し

て

の

内
的
な

統
一

性
が

形

成
し
に

く
い

と
い

う
構
造
が

あ
る

。

　
4
　
真
宗
大

谷
派
の

教
化
活
動

−
第
三

回
〜

第
六

回

−

　

教
化
活
動
の
一

つ

で

あ
る

法
要
・

行
事
は
一

三

種
類
あ
る

が
、

一

か

寺
の

平
均

執
行
数
は

五
・

六

種

類
で

あ
る

。

執
行
率
ほ
ぼ

50
％

以

上

は
、

「

報
恩
講
」

96
％

、

「

永

代
経
」

81
％

、

正

月
の

「

修
正
会
」

67
％、

「

盆

会
」

62
％

、

「

彼
岸
会

・

春
」

58
％

、

「

彼

岸
会

・

秋
」

55
％

、

「

そ
の

他
」

48
％
で

あ

る
。

こ

れ

以

外
は

30
％
以
下
で

、

「

両
度
の

ご

命
日

」

28
％、

「

戦
没

者
の

追

弔
会
」

22
％

、

「

花
ま

つ

り
」

15
％、

「

門
徒
の

仏

前
結
婚
式
」

14
％、

「

誕
生
会
」

10
％

、

「

成
人
式
」

鮖

％
で

あ
る

。

教
団
全

体
で

執
行
さ

れ
て

い

る

の

は
、

祖
師

・

親
鸞
の

忌
日

に

報
恩
の

た

め

に

執
行
す

る

「

報
恩

講
」

、

故
人
の

供
養
の

た

め

に

行
う

「

永
代
経
」

の

二

種
類
だ
け

で

あ

る
。

　

昭
和
四

五

年
か

ら

の

執

行
率
の

推
移
を
み

る

と
、

「

報
恩
講
」

は

94
〜
96
％、

「

永

代
経
」

も

83
〜
80
％
と
一

定
し

て

い

る
。

「

修
正

会
」

は

56
↓
56
↓
68
↓
67
％
と

増
加
し

て

い

る

が
、

そ

の

他
の

「

盆

会
」

は

69
↓
63
↓
70
↓
62
％、

「

彼

岸
会

・

春
」

は

68
↓
63
↓
67

↓
58
％

、

「

彼
岸
会
・

秋
」

は

68
↓
60
↓
64
↓
55
％
と
、

い

ず
れ

も

最
近
の
一

〇

年
間
で

執
行
率
が

減

少
し

て

い

る
。

教
団
の

基
本

的

な

法
要

・

行
事
は
一

定
で

あ
る
が

、

他
の

法
要
・

行
事
に

変
化
が

来
つ

つ

あ
る

。

因
み

に

平
成
四

年
に

は

じ
め

て

調
査
し

た

「

両
度
の

ご

命
日
」

は

46
↓
28
％
と

半
減
し
て

い

る
。

　

法
要

・

行
事
の

執
行
率
は

ど
の

教
区
で

も

同
じ

で

は

な

く
、

比

較
的
執
行
率
の

高
い

六

種
類
に

つ

い

て

教

団
平
均
と

そ

の

教

区
の

％

の

増
減
を

出
し

て

類
型
化
し
た
と

こ

ろ
、

北
海
道

・

長
崎
・

鹿
児
島
・

長
浜

・

高
山
の

五

教
区
は

い

ず
れ
の

法
要
・

行
事
も
執
行

率
が

高
い

と
こ

ろ

で

あ
る

。

教
団
の

関
係
者
に

よ

れ

ば
、

北
海
道
・

長
崎
・

鹿
児
島
は
近
世
・

近
代
の

開
教
地
で

あ
る
と

い

う
共
通

性
が
あ

る

と

い

う
。

「

報
恩

講
」

は

別
と

し

て
、

「

永
代
経
」

「

修
正

会
」

が

平

均
よ

り

低
い

の

に

対
し

て
、

「

盆
会
」

「

彼

岸
会

・

春
」

「

彼
岸
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会
・

秋
」

が

平
均
よ

り

高
い

の

は
、

奥
羽
・

山
形

・

仙
台

・

東
京
・

三

条
と

い

う

東

北
や

関
東
の

教
区
で

あ
る

。

「

報
恩

講
」

「

永

代

経
」

「

修
正

会
」

は

平
均
で

、

「

盆
会
」

「

彼
岸
会

・

春
」

「

彼
岸
会
・

秋
」

が

低
い

の

は

高
田
・

富
山
・

高

岡
・

能
登

・

金
沢
・

小

松
・

岐
阜
・

名
古
屋
の

八

教
区
で

あ
り

、

こ

れ

ら

の

教
区
は

「

北
陸

門
徒
」

「

尾

張
門
徒
」

な
ど

と

呼
ば
れ

る

伝
統
地

帯
で

あ
る

。

こ

の

よ

う
に

教
区
別
に

、

法
要

・

行
事
の

傾

向
に

は

明
ら
か

な

相
違

点
が

み

ら

れ

る
。

　

真
宗
大
谷
派
で

は

こ

の

よ

う
な
法
要
・

行

事
の

他
に

、

教

化
組
織
を

作
っ

て

い

る
。

と

く

に

昭
和
三

七

年
に

「

同
朋
会
運
動
」

と
い

う

信
仰
運
動
の

提
唱
以

後
、

教
化
に

力
点
を

置
い

て

き

た

が
、

一

か

寺
の

平
均

教
化
組
織

数
は
一
・

九
種

類
で

あ
り

、

前
述
の

法
要

・

行
事
と

比

較
し

て

十
分
と

は

い

え

な

い

段
階
で

あ

る
。

一

一

種
類
の

組
織

率
の

高
い

順
に

あ
げ
る

と
、

「

講
」

39
％

、

「

婦

人
会
」

33

％
、

「

同
朋
の

会
」

35
％

、

「

そ

の

他
」

30
％
と
、

こ

の

四

種
類
が

高
い

方
で

あ
る

。

そ

の

他
は

「

ご

命
日

の

集
い
」

17
％

、

「

土
・

日

曜
学
校
・

子
供
会
」

14
％

、

「

壮
年
会
」

7
％

、

「

公
開

講
座
」

6
％

、

「

青
年
会
」

4
％

、

「

合
唱
団
」

1
％

、

「

ボ
ー

イ

＆

ガ

ー
ル

・

ス

カ

ウ

ト
」

1
％
で

あ

る
。

　
昭

和
三

五

年
か

ら

の

推
移
を

み
る

と
、

「

講
」

は

53
↓

17
↓

43
↓

40
↓
39
％

、

「

婦
人
会
」

は

33
↓
43
↓
31
↓
32
↓
33
％

、

「

青
年
会
」

は
11
↓
6
↓
4
↓
5
↓

4
％

、

「

壮
年
会
」

は

4
↓
9
↓
6
↓
8
↓
7
％

、

「

土
・

日

曜
学
校
・

子
供

会
」

は

10
％

台
で

推

移
し

、

「

ボ

ー

イ

＆

ガ

ー
ル

・

ス

カ

ウ

ト
」

は
2
〜
1
％
で

あ
る

。

昭

和
四

五

年
か

ら

統

計
が

は

じ
ま
っ

た

「

同
朋
の

会
」

は

42
↓
28
↓
30
↓
35

％
で

あ
る

。

「

婦
人
会
」

は

30
％
台
を

維
持
し

て

い

る

が
、

「

青
年

会
」

は

減
少
し

、

「

壮
年
会
」

は

10
％

未
満
で

と

ど

ま
っ

て

い

る
。

「

講
」

と

「

同

朋
の

会
」

の

推
移
は

相
関
が

あ
る

と
い

わ
れ

、

昭
和
四
五

年
の

調
査
で

は
、

一

時
「

講
」

が

減
少
し
、

そ

れ

が

「

同
朋

の

会
」

へ

と

移
っ

た

と
い

う
。

し
か

し
、

そ

の

後、

「

講
」

も
一

定
の

組

織
率
に

戻
り

、

ま

た

「

同

朋
の

会
」

は
一

時
の

減
少
か

ら

増

加
傾
向
に

転
じ
て

い

る
。

こ

の

結
果
か

ら
、

昭
和
三

七

年
に

提
唱
さ

れ
た

同
朋
会
運

動
が

い

わ

ゆ

る

「

教
団
問
題
」

に

よ
っ

て

大
き

な
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影

響
を
被
り

な

が

ら

も
、

既
成
組
織
の

中
に

次
第
に

定
着
し
つ

つ

あ
る

と

い

え
よ

う
。

　

門
徒
を

主

体
と

し

た

真
宗
大
谷
派
の

教
団
で

は
、

伝

統
の

維
持
と

し

て

の

教
化
が

行
わ

れ

て

い

る
。

そ

の
一

つ

が
、

門
徒
の

「

お

内

仏
の

荘
厳
と

お

給
仕
」

の

取
り
組
み

で

あ
る

。

こ

れ
に

関
す
る

最
初
の

調
査
（

教
勢
調
査

以
外
）

は

昭
和
四
三

（

一

九
六
八）

年
で

、

そ

れ

に

加
え

て

昭
和
五

五

年
か

ら
の

結
果
を
み

る
と

、

「

ほ

ぼ

正

し

い
」

9
↓
16
↓
21
↓
24
％

、

「

正

し

く
教
え
る

こ

と

を

教
化
の

き

っ

か

け

に

し

て

い

る
」

66
↓
57
↓
66
↓
60
％

、

「

教
え

て

も

か

わ
ら

な

い

の

で
、

そ

の

ま

ま
に

し

て

い

る
」

3
↓
3
↓

3
↓
4
％

、

「

土
地
の

習

慣
も
あ
り

、

黙
認
し

て

い

る
」

14
↓
10
↓
6
↓
7
％、

「

現
在
取
り

組
ん

で

い

な
い
」

6
↓
10
↓
4
↓
5
％
と

、

新
し

い

教

化
活
動
が

「

正
し
い
」

割
合
を
上

昇
さ
せ

て
い

る
一

方
で

、

「

正

し

く

教
え

る
こ

と

を

教
化
の

き
っ

か

け

に

し

て

い

る
」

が

六

割
あ

り
、

依
然
と

し

て

教

化
の

課
題
に

な
っ

て

い

る
。

　

伝
統
を

維
持
す

る

行
為
の

も

う
一

つ

は
、

門
徒
に

よ

る

「

正

信
偈
の

お

つ

と

め
」

を

励
行
す

る
こ

と

で

あ
る

。

昭
和
五

五

年
か

ら

の

推
移
を
み

る

と
、

「

門
徒
の

ほ

と

ん

ど

が

で

き

る
」

25
↓
30
↓
25
％、

「

門
徒
の

三

分
の

二

が

で

き

る
」

12
↓
17
↓
19
％

、

「

門

徒
の

半

分
が

で

き

る
」

17
↓

17
↓
20
％

、

「

門
徒
の

三

分
の
一

が

で

き

る
」

29
↓
26
↓
26
％

、

「

門
徒
の

ほ

と

ん

ど

が

で

き

な
い
」

14
↓
9
↓
9

％
と

、

大
き

な

成
果
は

見
ら

れ

ず
停
滞

傾
向
に

あ
る
と

み

ら
れ

る
。

　

日
常
の

教
化
の

接
点
と

な
っ

て
い

る

も
の

が

「

月
ま
い

り

（

月
忌

、

常
飯

、

逮
夜
ま

い

り

な

ど
）

」

で

あ
る

。

寺

院
に

お

け

る

執
行

率
は

、

「

門
徒
の

大

部
分
に
」

30
％、

「

門
徒
の

半
分
以

上
に
」

18
％

、

「

門
徒
の
一

部
分
に
」

33
％

、

「

し

て

い

な
い
」

18
％
で

あ
る

。

昭
和
五

五

年
か

ら

の

推
移
を

み

る

と
、

門
徒
の

家
へ

の

月
ま
い

り
に

大
き

な

変
化
は

み

ら
れ

な
い

。

　

以
上
、

現

代
の

教
化
活
動
に

つ

い

て

み
て

き

た

が
、

教

団
の

基

本
と

し

て

の

「

報
恩
講
」

「

永
代

経
」

と

い

う
法
要
．

行
事
は

維

持

さ

れ
、

教
化
団
体
と

し
て

の

「

講
」

は

現

状
維
持、

新
た

な

「

同
朋
の

会
」

は
一

定
の

割
合
で

定
着
し

て

い

る
。

「

世
俗
化
」

が

進
む
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現
代
社
会
に

お

い

て
、

う
。

真
宗
大
谷
派
の

教
化
活
動
は

決

定
的
な

崩

壊
を

免
れ

、

ま

だ

維
持
・

展
開
さ

れ
て

い

る

と

み

る
こ

と

が

で

き
よ

二

　
日
本
と

真
宗
大
谷
派

−
国

勢
と

教
勢
の

関
係

1

　
1
　
日
本
に

お
け
る

真
宗
大
谷

派
の

教
勢

　

平
成

＝

＝
二

〇
〇

〇
）

年
の
一

〇
月
に

国
勢
調
査
が

、

一

一

月
に

真
宗

大
谷
派
の

教
勢
調
査
が

実
施
さ

れ
た

。

こ

の

二

つ

の

デ
ー

タ

を
も

と

に
、

真
宗

大
谷

派
で

は

教

団
と

日

本
と

の

関
係
を

分
析
し

て

い

る
。

国
勢
調
査
の

結
果
は

、

日

本
の

三

二

三

〇
の

市
町

村

（
東
京
二

三

区
は
一

市）

に
、

一

億
二

六

九
二

万

五

八

四
三

人
の

人
口

、

四

七

〇
六

万
二

七
四

三

戸
の

世
帯
が

あ
る

。

他
方
の

教
勢
調
査

の

結
果
は
、

八

九

＝
二

か

寺
に
、

一

三

三

万
五
五

八
一

戸
の

門
徒
（
協
力
門
徒
を
合
算、

以
下
同
じ
）

が

あ
る

。

こ

の

二

つ

の

関
係
は

市
町

村

数
と

人

口
、

世
帯
数
で

表
す
こ

と

が

で

き
る

。

一

か

寺
以

上
の

寺
院
の

あ
る

市
町
村
は

、

四

五

七
市

、

九
四

四

町

村
、

合
わ
せ

て
一

　
　
　

　
　
　

　
　　
き　

四

〇
一

市
町
村
で

あ
る

。

市
に

寺
院
が

あ
る
割

合
は

68
％

、

町
村
に

寺

院
が

あ
る

割
合
は

37
％
と

、

日

本
の

三

≡
二

〇
の

総
市
町
村
数

と

の

関
係

率
は

43
％
で

あ
る

。

こ

れ

と

は

別
に

、

人

口

数
か

ら
み

る
と

、

教
団
の

関
係
す

る

市
町
村
の

人

口

は

九
四
五

五

万
人
余
り
で

あ
り

、

総
人
口
一

億
二

六

九
二

万

人

余
り
と

の

関
係
率
は

75
％
と

な
る

。

単
純
に

み

て
、

教
団
の

教
線
は

日

本
の

市
町
村
の

43
％、

人

口

の

75
％
に

分

布
し

て

い

る
。

つ

ま

り
、

真
宗
大

谷

派
の

教
線
は

人
口

の

集
中
し
て

い

る

地
域
に

展
開
し

て
い

る

と
い

え

よ

う
。

　
都
道
府
県
別
の

寺
院
数
は

表
2
の

と

お

り
で

あ

る

が
、

愛
知

、

石
川、

新
潟、

滋
賀

、

岐
阜

、

富
山

、

大

阪
の

府
県
に

教
団
の

教
線

が

集
中
し

て

い

る
。

「

北
陸
門
徒
」

「

尾

張
門
徒
」

「

三

河
門

徒
」

な

ど

と

呼
称
さ

れ

る

北
陸

・

中
部

・

近

畿
の

三

地

方
が

真
宗
大
谷

派

の

中
心
地
帯
で

あ
る
こ

と

が

わ
か

る
。

一

方
で

、

日

本
の

人

口

の

四

分
の
一

が

集
中
し

て

い

る

東
京
な

ど

の

首
都
圏
の

教
線
は

薄
く

、
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表 2　都道府県別寺院数

寺院数 都道府県名 合計

1000〜1200 愛知 1

900〜1000 石川 ・新潟 2

500〜800 滋賀 ・岐阜 ・富山 ・大阪 4

3  〜500 北海道 ・福岡 2

200〜300 福井 ・兵庫 ・二 重 ・大分 4

100〜2 0 京都 ・東京 ・山形 ・熊 本 ・秋田 ・奈良 6

50〜100 長野 ・鹿児島 ・茨城 ・広島 ・島根 ・香川 ・青森 ・神奈川 ・静岡 9

20〜50 岩手 ・長崎 ・山梨 ・福島 ・宮城 ・愛媛 ・岡山 ・群馬 8

1〜20 未満 高知 ・宮崎 ・栃木 ・埼 玉 ・千葉 ・和歌山 ・佐賀 ・鳥取 ・徳島 ・山口 ・沖縄 11

表 3

寺院数規模 市町村数 寺院数 寺院数 （％）

100以 上 7ll71 13，ユ

5 〜99 14 917 10．3

3  〜 49 351181 13．3

20〜29 38 981 11．0

1 〜19 118 1575 17．7

5〜9 1871248 14，0

3〜4 232 8 7 9．1

2 252 510 5．7

1 518 523 5．9

合 計 14018913 100．0

37　 （609）

　

　
（

世
帯
）

と

教
団
の

門
徒
の

数
的
な

関
係
を

み

て

お

こ

う
。

明

治
二

八

（
一

八

九

頁55

　
五）

年
の

総
人
口

は

四
一

五

五

万
人

余
魔
で

あ
る

の

に

対
し

て
、

明

治
三

〇
（
一

号捫1剽慎

どな数村町怖卿模規数院寺

知（数院寺数院寺数村町市

ユー3皿17

310…川14

跚1捌135

011囲38

717隔1肥

014嬲1餅

田胼蹴

”脚 

”嬲認

0 螂8姐1

頁54号珊1割慎

こ

れ

ま

で

市

町
村
と

寺

院
の

関
係
を

み

て

き

た

が
、

つ

ぎ

に

日

本
の

総
人
口

「

拠
点
型
」

の

二

類
型
が

み

え
て

く
る

。

都
市
化
へ

の

対
応
が

遅
れ

て

い

る

こ

と

を

示
し

て

い

る
。

　

寺
院
数
の

規
模
別
の

市
町
村
数、

寺
院
数
は

表
3
の

と
お

り
で

あ
る

。

こ

の

寺

院
数
の

規

模
別
の

市
町

村
か

ら

考
え

る

と
、

真
宗
大
谷

派
の

教

線
（

寺

院
の

分

布）

は
、

多
数
の

寺
院
が

集
中
す
る

「

地
域
密

集
型
」

と
、

一

町
村
に

数
か

寺
の

鵬 唖 血  旧
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（
10　

八

九
七
）

年
の

門
徒
数
は

「

四

九

七

万
人
」

余
り
で

、

門
徒
の

総
人
口

に

占
め
る

割
合
は

12
％
と

な

る
。

現
在
（
平
成
一

二

・

二

〇

〇
〇

年）

の

総
世
帯
数
は

四

七

〇

六

万
二

七

四
三

戸
の

世
帯
で

、

他
方
の

門
徒
戸
数
は

＝
壬
二

万
五

五

八

＝
尸
で

あ
る
か

ら
、

現
在
の

総
世

帯
数
に

占
め

る

門
徒
の

割
合
は

跚

％
と

な

る
。

教
勢
調
査
に

お

け
る

「

門
徒
戸
数
」

は

自
主
回

答
で

あ

る

が
、

一

般
に

実
勢
よ

り
少
な

く
書
く
傾
向
が

あ
る

と
い

わ

れ

て
い

る
。

そ

の

こ

と

を

考
慮
し

た

と

し

て

も
、

日
本
に

お

け

る

真
宗
大
谷
派
の

教
勢
は

お

よ

そ
一

〇
〇

年
間
で

減
退
し

て

い

る

と

考
え

ら

れ

る
。

　
2
　
将
来
に

お

け
る

日

本
の

人
ロ

減
少
と

真
宗
大
谷
派
の

関
係

　

真
宗
大
谷
派
の

第
六
回

の

教
勢
調
査
で

は
、

二

〇
〇
〇
年
の

国
勢
調
査

の

結
果
を
も

と

に

し

た

市
町
村
の

将
来
人
口

（

推
計
）

が

公

　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　

表
さ

れ

る

と

と

も

に
、

教
団
の

三

〇
年
後
を

分
析
し

て

い

る
。

二

〇
〇
〇

年
か

ら
二

〇
三

〇

年
の

人
口

減

布分

　

　
　
　

　
　

　
　
　

少
と

真
宗
大
谷

派
の

関

係
を
み

て

お

こ

う
。

真
宗
大

谷
派
の

教
線
の

あ
る

市
町

村
数
は
一

四

〇
］

で

あ

の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー

表 4 人 ロ規模別 にみ た 日本の 人 ロ と寺院

人 口規模 日本の 人 口 （％） 寺院数 （％）

30 万以上 39．7 21．0

5万 〜 3  万 33．1 26．4

5 万未満 27．2 52．6

『真宗』 1179号 ，
59 頁 （実数か ら再 計算

る
。

こ

れ

ら
の

市
町
村
を

大
き

く

人
口

規
模
別
に

し

て

寺
院
の

分

布
を

み

た

結
果
は

、

表
4
の

と

お

り
で

あ
る

。

日

本
の

人
口

は
五

万
人
以

上
に

七

割
が

あ
る

の

に

対
し
て
、

教
団
の

寺
院
は

五

万
人

未
満
に

半
数

が

あ
り

、

国
勢
と

教

勢
の

関
係
に

ズ

レ

が

あ

る
。

こ

れ
ま

で

の

日
本
の

人
口

は

増

加
が

基
調
で

あ
り

、

上

記
の

ズ

レ

は

こ

の

人
口

増
加
で

補
わ

れ
て

き

た

と

考
え
ら

れ

る
。

例
え
ば

、

昭

和
四
五

（
一

九

七
〇）

年

か

ら

平
成
二

（
】

九
九

〇
）

年
の

人
口

増
加

率
は

、

教

団
平

均
で

は

18

％
の

増

加
率
で

あ
る

。

教
区
別
の

人
口

増
加
は

二

〇
％
以
上
が

六
教
区

、

一

〇

〜
二

〇
％
が
一

三

教
区、

○
〜
一

〇
％
未
満
が

八

教
区
で

、

減
少
は
三

教
区
に

と

ど

ま
っ

て

い

る
。

　
し

か

し
、

こ

の

時
期
（
平

成
二

二

九
九

〇
年〉

に

は

過

疎
に

よ

る

「

町

村
の

消
滅
」

が

社
会

問
題
と

な

（610） 38
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既成仏教教 団 の 構造

り、

政

府
は

法
律
に

よ

る

過

疎
対
策
を

継
続
し

て
い

る
。

平

成
一

二

（
二

〇

〇
〇）

年
の

日

本
の

過

疎
地
は

＝
七
一

市
町
村

、

そ

の

割
合
は

36
％
で

あ
る

。

こ

れ

に

対
し

て
、

教
団
関
係
の

過

疎
地
は

四
三

六

市
町
村

、

そ

の

割
合
は

ほ

ぼ

等
し

く
31
％
で

あ
る

。

過

疎
地

の

寺
院
は
一

二

五

二

か

寺
あ
り

、

過
疎
寺
院
率
は

全
体
の

14
％
で

あ
る

。

こ

れ

を
教

区
別
に

み

る

と
、

過

疎
地
に

寺

院
の

半
数
以
上

が

あ

る

教
区
は

、

能
登
、

北
海
道、

鹿
児
島
の

三

教
区
で

あ
る

。

こ

れ
に

続
く

割
合
の

高
い

教
区
は

、

高
山

、

日
豊、

長
崎、

高
田

、

熊

本
の

五

教
区
で

、

教
団
内
に

お

け
る
過

疎
地
問
題
は

看
過
で

き

な
い

段
階
に

き

て

い

る
。

過

疎
地
に

つ

い

て

は
、

「

市
も

町
村
も

、

人

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
（
11）

口

規
模
の

大
き

な

も

の

と

小
さ

な
も
の

へ

の

二

極
分

化
が

生
じ
て

い

る
」

と

指
摘
さ

れ
、

か
つ

て

の

全
国
的
な
人
口

移
動
で

は

な
く

、

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

都
道
府
県
内
の

人
口

移
動
が

新
た

な
過

疎

地
を

出
現
さ

せ

て

い

る

の

で

あ

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

る
。

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

さ

ら

に
、

少
子

化
と

高
齢
化
と

い

う
人

口

の

構
造
に

よ

り
、

日

本
の

将
来

率孅

　

　

　

　

　

　

　

　
の

人

・

は

確

実
に

減
少

す
る

と

い

わ

れ

て

い

る
。

平

成
九
（
一

九

九

七）

年

加

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
頂

　
　
に

国
立
人
口

問
題

研
究
所
が
二

〇
五

〇

年
ま

で

の

推
計
を

行
っ

た

結
果、

二

の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

6

年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
号

　

○
○

○
年
の
一

億
二

六

八

九

万
人
の

人
口

が
、

二

〇
五

〇
年
に

は
】

億
人
に

30
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

79

む
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　　
ユ

辺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坦

　

減
少
す
る

。

高
齢
化
も

15
↓
32
％
へ

と

進
行
す
る

。

こ

の

よ

う
な
傾
向
は

真

年

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

宗

00
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

慎

　

宗
大
谷
派
と
い

う
全
国
規
模
の

教
団
も

免
れ

難
く

、

市
町
村
別
の

将
来
人

口

205
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の

推
計
を

使
っ

た
二

〇
〇
〇
年
か

ら
二

〇
三

〇
年
ま

で

の

人
口

増
減

率
、

お

表　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

よ

び
そ

の

教
団
（

寺
院
数
）

と

の

関
係
は

表
5
の

と

お

り

で

あ
る

。

日

本
の

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

全
体
で

は

人
口

減
少
の

市
町

村
は

八

割
に

達
し
、

と

く

に

四

〇
％
以

上

の

減

割合 （％）
増減率

日本 ・市町村 宗門関係市町村 寺院数

総数 100，0 10  ．0 100．0

人 口増加 17．3 17．3 18，5

10％以 ヒ 12．0 11．8 11．7

0〜10％未満 5．3 5，6 6．8

人 口減少 82．7 82，7 8L5

0〜 10％未満 8，8 9，9 15．0

lo〜20％ 13，7 14．9 26．7

2D〜30％ 16．2 16．9 14．9

30〜40％ 18．9 17．9 13．6

40〜50％ 14．6 14．4 7．1

50％以 上 1  ．4 8 ．6 4．2

39 （611）
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少
が

四

分
の
一

に

な

る
。

教
団
の

関
係
市
町
村
も
こ

の

傾
向
に

あ
り

、

寺
院

数
で

み

る
と

、

減
少
率
が

四
〇

％
以

上

は

全
寺
院
数
の
一

割

余
り
と

全
体
の

傾

向
よ

り

も

少
し

緩
や

か

で

あ
る

。

た

だ

し
、

減
少

率
が
二

Q
〜

三

〇
％
の

寺
院
数
は
三

割
近
く

あ
る

。

三

〇
年
後

と
い

う
短
い

期

間
で

、

合
わ
せ

て

四

割
の

寺
院
が

存
亡

の

問
題
に

直
面
し

な
け
れ
ば

な

ら

な
い

と
い

う

厳
し
い

将
来
の

状
況
が

あ
る

。

　
こ

の

こ

と

を
、

教

区
別
に

み

る

と
、

増
加
「

0
％
以

上
」

は
二

教

区
の

み

で

あ
る

。

減
少
は

「

0
〜
10
％

未

満
」

が
一

三

教

区
、

「

10
〜
20
％
」

が
一

一

教
区、

「

20
％
以

上
」

が

四

教
区
と

、

ほ

と

ん

ど

が

減
少

傾
向
に

あ
る

。

こ

れ

は

教
区
平

均
の

減

少
率
で

あ
る

が
、

教
区
内
に

は

人
口

増
減
率
が

異
な

る

市
町

村
が

あ
る

。

例
え

ば
、

北
海
道

、

日

豊
、

能
登
の

教
区
で

は

四

〇
％
以
上
の

減

少
率
の

市
町

村
に

、

寺
院
の

半
数
近

く
が

あ

る

な

ど
、

教
団
と

教
区
と

い

う
二

重
の

構
造
的
課
題
が

予
想
さ

れ

て

い

麺
。

　

す

で

に
、

平
成
一

二

（
二

〇
〇
〇
）

年
の

第
六

回
教

勢
調
査
で

は
、

人

口

減

少
に

関
連

す
る

項
目
を

調
べ

て

い

る
。

ま

ず、

門

徒
の

家
の

後
継
ぎ
が

将
来
ど

こ

に

定
住
す

る

か

分
か

ら

な

い

時

代
の

中
で
、

寺
の

基
盤
の

揺
ら

ぎ
度
を

調
べ

た

結
果
は

、

「

揺
れ

が

強
い
」

12
％、

「

揺
れ

が

増
加
」

20
％

、

「

揺
れ

が

少
な
い
」

36
％、

「

揺
れ

は

見
ら

れ

ず
」

24
％

、

「

わ
か

ら

な

い
」

5
％
で

あ
る

。

三

割
の

寺

院
は

す
で

に

従
来
の

基
盤
が

揺
ら

い

で

き
て

い

る

と

み

て

い

る
。

　
つ

ぎ

に
、

最
近
の
一

〇
年
間
に

寺
を

離
れ

た

門
徒
の

理

由
を

調
べ

た

結
果
は

、

「

ほ

と

ん

ど

な
い
」

37
％、

「

新

興
宗

教
」

2
％

、

「

遠

隔
地
へ

移
っ

た
」

40
％、

「

後

継
ぎ
が
い

な
い

た

め

に

門
徒
が

な

く
な
っ

た
」

13
％

、

「

そ

の

他
」

5
％
で

あ
る

。

こ

の

質
問
は

昭

和
五

五
（
一

九
八

〇
）

年
か

ら

継
続
し

て

い

る

も
の

で
、

「

新
興
宗
教
」

は

6
↓
3
↓
2
％
と

ほ

と

ん

ど

理

由
に

な

ら
な

く
な
っ

た

が
、

第
六

回
（
二

〇
〇
〇

年
）

か

ら

「

後
継
ぎ
が
い

な
い

た

め

に

門
徒
が

な

く
な
っ

た
」

と
い

う
回

答
を

新
設
し

た

と
こ

ろ
一

割
余
り
の

寺
院

に
、

人
口

減
少
の

現
象
が

す

で

に

表
れ

て
い

る
。

　
真
宗
大
谷
派
は

全
国
規
模
の

教

線
を

有
す

る

既
成
教
団
で

あ

る
。

す

で

に

述
べ

た

よ

う
に

、

寺
院
配

置
の

八

割
が

明
治
以

前
に

な

さ
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既成仏教教団の 構造

れ
て

い

る
。

そ

の

た

め
、

日

本
の

近
代
化
に

お

い

て

国
勢
と

教
勢
の

ズ
レ

が

で

き

て
、

教
団
の

影
響
力
は

減
退

し

た
。

そ

の

上
に

、

将

来
に

お
い

て

人
口

減
少
が

確
実
視
さ

れ
、

寺
院
数
の

減
少
な

ど

の

問
題
に

直
面
し

て

い

る
。

既
成
仏
教
教
団
は

社
会
構
造
に

定
着
し

て

安
定
す

る

が
、

社
会
が

変
動
す
る

と
、

そ

の

安

定
し

た

構
造
が

社
会
に

対
応
で

き

な
い

と
い

う
弱
点
に

転
化
す
る

。

こ

の

よ

う
な

教
団

の

構
造
は
、

真
宗
大
谷
派
に

限
ら
ず、

現

在
、

全
国

規
模
を

誇
る

既
成
仏
教
教
団
が

内
包
す
る

共
通
の

問
題
で

も
あ

る
。

お

わ
り
に

　
既
成
仏
教
に

は

特

殊
性
と
一

般

性
（

社
会
性
）

の

二

面
が

組
織
に

内
在
し

て

い

る

と

い

わ

れ
て

い

る
。

真
宗
は

親
鸞
が

開
教
し

た

宗

教
で

あ
る

が
、

親
鸞
は

仏
教
や

浄
土

教
と
い

う
一

般
性
を
ふ

ま

え
な

が

ら
、

『

教
行
信

証
』

を

著
し

て

独

自
の

教
え

（

信
仰
）

を

創
造

し

た
。

そ

の

後、

真
宗
が

宗
教
と

し

て

の

特
殊

性
を

発

揮
し

、

日

本
の

仏
教
と

し

て

の
一

般
性
を

江

戸
時
代
ま

で

に

確
立
し

た

こ

と

は
、

寺
院
の

開
創

年
代
に

表
れ

て

い

る
。

　

明
治
か

ら

昭

和
の

戦
前
の

真
宗
大
谷
派
に

は
、

95
％
の

寺
院
に

講
（

相
続

講
）

が

あ
っ

た
。

こ

の

講
は

教
団
の

組
織
と

活
動
の

基
盤

で

あ
っ

た
。

講
は

「

寺
と

門
徒
の

結
合
の

強
さ
」

を

誇
る

同
教
団
の

特
質
を

象
徴
す

る

も

の

で
、

蓮

如
に

よ
っ

て

提
唱
さ

れ

形
成
さ

れ

た

講
は

す

で

に

存
在
し

て

い

た

が
、

明
治
以
降
の

過

程
に

お

い

て

再
編

成
さ

れ
た

も

の

で

も

あ

る
。

こ

う
し

て
、

教
団
は

本
末
関
係
を

確
立
し

中
央
集
権
的
な

体
制
を
構
築
し

た
。

　

教
団
外
の

動
向
と

し

て
、

明
治

政
府
が

既
成
の

宗
教

組
織
を
通
し
て
、

執
拗
に

民
衆
支
配
の

体
制
を

確
立

し

よ

う

と

し

て

い

た
こ

と

は

周
知
の

と

お

り
で

あ
る

。

そ

の
一

つ

が
、

明
治
一

四

二

八

八
一
V

年
七

月一

＝

日

の

内
務

省
達
乙
三

三

号
の

「

社

寺
総

代
人
の

選

任
・

権
限
」

で

あ
る

。

こ

こ

で

は
、

総
代
は

「

相
応
の

財
産
を

有
し

衆
望
の

帰
す
る

も

の
」

と

規
定
さ

れ
た

。

こ

れ

に

よ
っ

て
、

寺
院
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の

総
代
に

は

地
域
共
同
体
の

政
治
的
経
済
的
な

有
力
者
が

選

出
さ

れ

る

こ

と

に

な
っ

た
。

地
域
社
会
の

構
成
が

寺
院

内
に

積
極
的
に

位

置
づ

け

ら

れ
、

住
職
は

地
域
の

有
力
者
の

上
に

あ
る

有
識

者
と

な

り
、

寺
院
は

地
域
共
同
体
の

象
徴
と

な
っ

た
。

こ

の

こ

と

は

真
宗
大

谷

派
の

寺
院
に

も

適
用
さ

れ

た
。

「

家
」

制
度
に

よ
っ

て

「

家
」

の

宗
教
を

法
的
に

遵

守
す
る
こ

と

も

定
め

ら

れ

た
。

こ

う
し

て
、

教

団
や

寺
院
は

天

皇
制
国
家
か

ら

の

統
制
を

受
け
る

と

同
時
に

、

国
家
か

ら

保
護
さ

れ

る

存
在
と

な
っ

た
。

戦
前
の

既

成
仏

教
教
団
に

共

通
し

た

構
造
で

あ

る

と

考
え

ら

れ

る
。

や
が

て
、

真
宗
大
谷

派
と
い

う

教
団
の

特
殊
性
・

固
有
性
よ

り

も
、

天
皇
制
の
一

般

性
が

優
先

さ

れ

る

時
代
を
迎
え

る
。

　

昭

和
二

〇
（
一

九
四

五
）

年
の

敗
戦
に

よ

り
、

戦
前
の

体
制
は

転
換
す

る
。

政
治

・

経
済
か

ら

宗

教
・

思
想
ま

で

変

動
し

た
。

真
宗

大
谷
派
の

場
合

、

教
団
は

門
徒
の

職
業
に

現
れ
て

い

る

よ

う
に

、

農
村
共
同
体
を
基

礎
と

し

て

い

た
。

こ

の

農
村
共
同
体
に

あ
っ

た

地

主
・

小
作

関
係
は

廃
止
さ

れ
、

共
同
体
は

崩
壊
す

る
。

戦
後
の

産

業
復
興
に

よ

り
、

人
口

は

農
村
か

ら

都
市
へ

と

流
出
し

た
。

農
村
を

基
盤
と

し

た

真
宗
大

谷
派
の

教
団

構
造
は

戦
後、

大

き

く
揺
ら
い

だ
。

講
の

組

織
率
は

戦
前
の

半
数
ま

で

下
降
し

た
。

教
勢
の

減
退
と

い

う
こ

と

か

ら
、

組
織
と

活
動
の

再
編
成
は

急
が

れ

た

が
、

新
た

な

信
仰
運
動
と

し

て

の

同
朋
会

運
動
は

地

方
ま

で

展
開

・

拡
大
し

よ

う
と

し

た

段
階
に

、

封
建
遺

制
の

教
団

構
造
に

制
約
さ

れ

て
、

停
滞
を

余
儀
な

く
さ

れ
た

。

そ
の

前
後
に

、

戦
前
の

教
団
が

抱
え

て

い

た

組
織
的
矛
盾
が

露
呈

さ

れ
て

き

た
。

封
建
的
体
質

、

本
坊
・

支
坊
の

支
配
関
係、

門
徒
戸
数
の

規
模
の

格

差、

教
区
間
の

格
差、

農

村
と

都
市
の

格
差
な

ど

で

あ
る

。

　
こ

の

よ

う

な

内

部
問
題
を

抱
え

な

が

ら

も
、

戦

後
の

既
成

仏
教
と

し

て

の

真
宗
大
谷

派
は

、

教

団
の

基

本
と

し

て

の

「

報
恩

講
」

「

永
代
経
」

と
い

う
法
要
・

行
事
の

高
い

執
行
率
に

見
ら

れ

る

よ

う
に

、

ま

だ

組
織
と

活
動
は

維
持
さ

れ
て

き

た
。

報
恩

講
を
真
宗
大

谷

派
の

固
有
の

も

の

と

す

れ

ば
、

永
代
経
は

葬
式

・

法

事
と

と

も
に

社
会

的
一

般
的
な

通
過
儀
礼
と

位
置
づ

け

ら

れ

る
。

こ

の

二

つ

が
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既 成仏教教団 の構造

現

代
の

教
団
を

象
徴
し

て

い

る
。

　

と
こ

ろ

が
、

最
近
の

真
宗
大
谷
派
で

は

既
成
教
団
と

し
て

の

基

礎
的
活
動
で

あ

る

法
要
・

行
事
へ

の

参
詣
人
が

減
少
し
て

き

た
。

前

述

の

よ

う

に
、

「

報
恩

講
」

「

永
代

経
」

「

修
正

会
」

「

盆
会
」

「

彼
岸
会

・

春
」

「

彼
岸
会
．

秋
」

「

そ

の

他
」

の

執
行
率
の

高
い

法
要

．

行
事
に

つ

い

て
、

一

〇

年
前
と

比

較
し

て

参
詣
人
の

増
減
を

調
べ

た

と

こ

ろ
、

「

減

少
し

て
い

る
」

と

回
答
し
た

寺
院
は

平

成
四

年
で

10
％
台
で

あ
っ

た

が
、

今
回
の

平
成
一

二

年
で

は

そ

の

割
合
が

拡
大
し
て

20
％
台
に

な
っ

て

き
て

い

る
。

真
宗

大
谷

派
に

と

っ

て

最
も

重
要
な
法
要
で

あ
る

「

報
恩
講
」

で

も
、

前
回
が

17
％、

今
回
が

28
％
と

参
詣
人
が

減
少
す

る

寺
院
が

拡
大
し

て

い

る
。

法
要

．

行
事

に

つ

い

て

は
、

執
行
率
の

減
少
化、

参
詣
人
数
の

減
少
化
と

い

う
悪
循

環
に

入

り
つ

つ

あ
る

と

考
え

ら

れ

る
。

　

こ

の

よ

う

な

法
要
・

行
事
へ

の

参
加
者
の

減
少
は

、

時
代
の

傾

向
と

し

て
一

般

化
し
つ

つ

あ
る

こ

と

が

指
摘
さ

れ

は

じ

め

て

い

る
。

統
計
数
理

研
究
所
は

昭
和
二

八
（
一

九
五

三）

年
か

ら
五

年
ご

と

に

「

日

本
人
の

国
民
性
」

を

継
続
調
査
し

て

い

る
が
、

「

戦
後
の

日
本

人
の

意
識
は

大
き

く
変
わ
っ

た

が
、

そ

の

例
外
の
一

つ

と

し

て

い

た

宗
教
的
な

態
度
に

最
近
変
化
が

み
え

て

き

た
」

と

坂
元
慶

行
氏
は

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
ハ
ヨ

述
べ

て
、

つ

ぎ
の

よ

う
に

指
摘
し
て

い

る
。

　

　
『

あ
な

た

は

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば
、

先
祖
を
尊
ぶ

方
で

す

か
、

そ

れ

と

も

尊
ば
な
い

方
で

す
か
』

と

い

う

問
に

対
し

て
、

『

尊
ば
な

　

　
い

方
』

が

増
え

た

わ

け

で

は

な
い

が
、

『

普
通
』

が

や

や

不
規

則
な

動
き

は

あ

る

も

の

の
、

一

九

九

三
（
昭

和
五

三
）

年
の
15
％
を

　

　

底
に

増
加
傾
向
に

あ
る

。

そ

し

て
、

そ

の

分
、

『

自
分
は

、

ど

ち

ら

か

と
い

え
ば

、

先
祖
を
尊
ぶ

方
だ
』

が
、

二

〇

年
前
の

72
％

　

　

か

ら

60
％
に
、

じ

り
じ

り
減
少
し

て

い

る
。

…
…

『

宗
教
心
は

大
切

で

は

な
い
』

の

近

年
の

増
加
は

世
代
交
代
に

よ
っ

て

も
た
ら

　

　

さ

れ
、

『

先
祖
を
尊
ぶ

方
』

の

減
少
も

世
代
交
代
に

よ

る

も

の

で

あ
る

か

ら
、

こ

れ

ら

の

現

象
は
一

時
的
な

も

の

と

は

考
え

ら
れ

　

　

な
い

。
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日

本
の

既
成
仏
教
は
、

長
い

歴
史
の

中
で

教
団
と

し

て

の

伝
統
を

維
持
し

て

き

た

が
、

本
稿
で

取
り

上

げ
た

真
宗
大
谷
派
の

場
合
の

よ

う
に

、

教
団
の

構
造
は

そ

の

時
代
に

よ
っ

て

変
化
す
る

。

将
来

、

日

本
人
の

「

先
祖
を
重

視
す

る
」

意
識
の

低
下
や
日

本
の

人
口

減

少
な
ど
が

予
想
さ

れ
て

い

る
。

既

成
仏
教
の

信
仰
復
活
運
動
は

不
可
能
と

い

わ

れ

る

中
で

、

既
成
仏
教
の

教
団
が

ど

の

よ

う
に

変
貌
す

る

の

か
、

ま
だ

予
測
が

で

き

て
い

な
い

の

が

現
状
で

あ
る

。

　

本
稿
で

は

多
面
的
な

既
成
仏
教
の

あ
り

方
の

中
か

ら
、

教
団
の

構
造
の

み

を

取
り

上
げ
た

が
、

教
化
（

教
学
）

や

信
仰
の

あ

り

方
な

ど

に

つ

い

て

は

今
後
の

課
題
と

し
た
こ

と

を

最
後
に

記
し

て

お

き

た
い

。
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註
（
1

）

　
文
化

庁
編
『

宗
教
年
鑑

　
平
成
一

六
年
版
』

ぎ
ょ

う
せ

い
、

二

〇
〇
五

年
。

（
2

）

　
曹
洞
宗
は

『

曹

洞
宗
宗

勢
総
合
調
査

報
告
書
』

一

九
八
五

年
。

浄
土

真

宗
本
願

寺
派
は

『

宗
勢

要
覧』

一

九
七

四
年、

一

九
七

七

年、

一

九
七

八

　
　
年、

一

九
九
一

年、

『

第
四
回
宗
勢
基

本
調
査

報
告
書
』

一

九

七

六
年、

『

宗
勢
実
態
基

本
調
査
報

告
書』

一

九
八

三

年、

『

宗

報
』

］

九
九

〇
年、

一

　
　
九
九
一

年、

『

「

住

職
意
識
調
査
」

報
告
書
』

］

九
九
〇
年

。

浄
土

宗
は
『

「

第
四
回

浄
土
宗
宗

勢
調
査
」

結
果
研
究

報
告
書
』

一

九

九
一

年
。

日

蓮
宗

　
　
は

『

宗
勢
調
査

報
告
書
』

一

九
八

〇

年
、

『

こ

こ

ま
で

来
て

い

る

過

疎
地

寺
院
あ
な
た
は

知
っ

て

い

ま
す
か

？
』

】

九
八

九
年。

臨
済

宗
妙
心

寺
派
は

　
　
『

「

業
」

の

説
に

関
す
る

本
派
僧
侶
の

意
識
と
そ
の

実
態
」

一

九
八

九
年

。

真

言
宗
智
山
派
は

『

真
言
宗
智
山
派
総
合
調
査

統
計
表」

一

九
八
五

年
。

（
3）
　
こ

の

紛
争
に

つ

い

て

は
、

田
原
由

紀
雄
『

東
本
願
寺
三

十
年
紛
争
』

白
馬
社

、

二

〇
〇
四
年
を
参
照

。

（
4）

教
勢
調
査

の

第
】

回
で

は
機
関
誌
『

宗

報
』

で

調
査
予

告
が

事

前
に、

『

宗
報
』

．
＝・
＝

号

〜
二

三

四

号、

一

九
二

一

年
一

月
〜
四

月
に

行
わ

れ、

　
　
そ

し

て

同
年
五

月
一

日
に

実
施
さ
れ
た

．

報
告
は

「

宗
報
』

二

三

九

号
〜
二

四

二

号
、

一

九
二
一

年
九
月
〜
］

二

月、

同
二

四

四

号、

一

九
二

二

年
二

　
　
月
に

公
表
さ

れ
て

い

る

（
復
刻
版
で

は
『

宗
報
（

＝
）

〜
〔

＝
じ

　
「

宗
報
」

等
機
関
誌
復
刻

版

　
二

〇

〜
二
一
』

真
宗
大
谷

派
宗
務

所
出
版

部、

一

　
　
九
九
七

年
が

あ
る

）

。

　
　

第
二

回
は

昭
和
三

五

（
一

九
六

〇）

年
一

〇
月
一

日
に

実
施
さ

れ、

報
告
は

『

真

宗
』

六

九

九
号
〜
七
〇
二

号、

一

九
六

二

年
三

月
〜
六
月、

同
七

　

〇
七

号、

同

年
一
一

月
に

公
表
さ

れ

て

い

る
。

大
谷
大
学
や
東
洋
大
学
の

図
書

館
に

は

『
教
勢
調
査

報
告
　
　
昭
和
三

五

年
一
一

月
一

日
現
在
』

真
宗
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大
谷

派
宗
務
所、

一

九
六
三

年
と

い

う

詳
細
な

報
告
書
が

所
蔵
さ
れ

て

い

る
。

ま
た、

調
査

結
果
に

よ

る

問
題
提
起
に

つ

い

て

は
、

堀
尾
昌

純
「

兼

　

職

　
　
「

教

勢
調
査

報
告
」

に

み

る

そ

の

状
況
と

問
題
点
」

（
『

真
宗
』

七

二

二

号、

一

九
六
四

年
二

月）

が
あ
る

。

　

　

第
三

回
は

昭
和
四
五

（
一

九
七

〇）

年

＝

月
一

日

に

実
施
さ

れ、

報
告
は

『

真
宗
』

八

〇
八

号
〜
八

＝

号、

一

九
七
一

年
五

月
〜
八

月
、

同
八

　

　
＝
二

号、

同
年
一

〇

月
に

公
表
さ

れ

て

い

る
。

第
四
回
は

昭
和
五

五

（
一

九
八
〇）

年
一
一

月
一

日
に

実
施
さ

れ、

報
告
は

『

宗
門
の

現
況
　
　
第
四

　

回

教
勢
調
査

報
告
　
昭
和
五

五

年

＝

月
一

日
現
在
』

真
宗
大
谷

派
宗

務
所、

一

九
八
一

年
に

公
表
さ

れ
て

い

る
。

第
五

回
は

平
成
四

（
一

九

九
二
）

　

年
五

月
一

日
に

実
施
さ

れ、

報
告
は

『

真
宗
』

一

〇
七
一

号
〜
一

〇
七
二

号、

一

九
九
三

年
六

月
〜
七

月、

同
］

〇
七

四
号
〜
一

〇
七

五

号
、

同
年
九

　

月
〜
一

〇
月
に

公
表
さ

れ

て

い

る
。

第
六

回
は

平
成
一

二

（
二

〇

〇
〇
V

年

＝
月
一

日
に

実

施
さ

れ、

報
告
は

『

真
宗
』

＝

七
六

号
〜

＝

七

九

　

号、

二

〇
〇
二

年
三

月
〜
六
月
に

公
表
さ

れ

て

い

る
。

　

　

な

お、

本
稿
は

以

上
の

文
献
に

よ

っ

て

書
い

て

い

る

の

で
、

質

問、

回
答、

数

値
の

出

典
は

煩
を

さ

け
て

明
示
し

な

い

こ

と

に

し

た
。

〔
5）

「

教

勢
調
査
」

（
『

宗
報
」

二

三
一

号、

一

九
二
一

年
一

月
）

、

二

頁
。

（
6）
　
堀
尾
昌
純、

前
掲
論
文、

一

〇
頁

。

（
7）
　
高
木
宏
夫
編
『

人
間
性
回
復
へ

の

道

　
　
同

朋
の

会
・

運

動
ま
で

の
一

典
型
』

法
蔵
館

、

一

九
七

七

年
を

参
照。

（
8）
　
『

真

宗
』

一
一

七
六

号
（

二

〇
〇
二

年
三

月
V

六

八

頁
に

、

真
宗
大
谷
派
の

関
係

市
町

村
の

地
図
が

あ
る

。

（
9）
　
『

平

成
七

年
国
勢
調
査

　
編
集
・

解
説
シ

リ
ー

ズ

ー

　
我
が

国
人
口

の

概
観
』

総
務
庁

統
計
局、

一

九
九
七

年、

七

頁
。

（
10）
　
今
川
覚
神
「

大
谷
派
の

末
寺、

教

師、

及
ひ

門
徒
」

（
『

教

界
時
言
』

一

四

号、

一

八

九
七
年
一

二

月）
、

三

六

頁
。

（
11）
　
『

平

成
七

年
国
勢
調
査

　
編
集
・

解
説
シ

リ
ー

ズ

ー

　
我
が

国
人
口

の

概

観
』

前

掲
書、

二

八

頁
。

（
12）
　
二

〇
〇
〇

年
〜

二

〇
三

〇

年
の

詳

細
な

人
口

増
減
率
別
寺

院
数
（

教
区
別
）

は
、

「

真

宗
』

一
一

七
九

号
（

二

〇
〇
二

年
六

月
）

、

六
三

頁
を

参
照

。

（
13
）

　
坂
元
慶
行

「

日
本
人
の

考
え
は

ど
う
か

わ
っ

た

か

　

　
『
日
本
人
の

国
民

性
調
査
』

の

半
世
紀
」

（
『

統
計

数
理
』

四

八

巻
］

号
、

二

〇
〇
〇

年）
、

　

　
二

五

頁
。
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